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令和元年。
MRIは、約２０年振りに撮像時間高速化技術
の革新期を迎えている。
またAiの普及に伴いMRI検査自動化も現実と
なり高速撮像に伴う現場の負担増をサポート
することが期待されている。
合わせて認知症の早期診断などに活用が期待
されている定量的磁化率画像の現状及び
将来展望を紹介する。
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